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速習講座（設定編）
Ｑ：そもそも誰が主役なのか？
Ａ：亜神、妖精、契約者すべてが主役。
　俳優の演じるキャラクターには、必ずそれぞれの目標や、生きる
目的が存在します。
　誰かひとりが主役なのではなく、すべてのキャラクターが主役と
して、己が目的を果たすために行動するのが本作の物語です。

　ここから始まる速習講座や、設定資料集（Ｐ．１８７）はそういっ
たキャラクターの表現や、俳優の演技をより楽しくするために用意
されているものです。

Ｑ：この世界はどんなところ？
Ａ：滅びゆく世界に存在する、〈ティルナノグ〉と呼ばれる大きな
島です。
　島の中には無数の〈都市国家〉が存在しており、それぞれ亜神と
いう強大な存在によって治められています。

Ｑ：〈都市国家〉ってどんなところ？
Ａ：支配する〈主神〉によって大きく異なります。
　〈都市国家〉はそれぞれ、強大な力を持つ亜神である〈主神〉によっ
て創造されており、その考え方ひとつで法律も、物理法則も、住人
の身分や思想まで大きな差異があります。

　その〈都市国家〉がどんな場所なのかを、手軽に、すぐ理解でき
るように、本作では「〈都市国家〉基本設定」という数ページの情
報が用意されています。

Ｑ：どんなキャラクターで遊ぶの？
Ａ：亜神、妖精、契約者になって遊べます。
　亜神とは、滅びゆく世界を維持する者たち。
　妖精とは、亜神と同じ力を持ちながら、それを用いて支配するの
ではなく、人類と共に歩むことを選んだ者たち。
　契約者とは、この滅びゆく世界における、数少ない人類の生き残
りです。

Ｑ：亜神って何者？
Ａ：この世界を維持する強大なる存在、支配者にして管理者です。
　〈薄

はく
暮
ぼ
の血〉という、無から望むものを生み出したり、世界の法

則そのものを変化させたりする能力を持っています。
　亜神こそが〈都市国家〉の支配階級です。

Ｑ：亜神ってどんな姿？
Ａ：龍の角が生えた人間です。
　また、亜神によっては龍の尾が生えていたり、皮膚に鱗が存在す
ることもあります。

Ｑ：〈薄暮の血〉で何ができる？
Ａ：主に「望む器物を生み出す」「自然現象を操る」「物理法則を限
定的に改変する」ことが可能です。
　日用品や武器を、何もない所から生み出すことができます。
　同様に、火や風を発生させることも可能ですし、物理法則に介入
し、物が下から上に落ちていくようにすることもできます。
　ただし、これには亜神の〈薄暮の血〉の濃さが影響しており、力
の弱い亜神の場合にはもっと限定的な能力しか使えないことも多々
あります。
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Ｑ：妖精って何者？
Ａ：亜神となることを拒否した者たちが妖精と呼ばれます。
　多くの亜神や妖精は、この世界が創造される以前の世界からの生
き残りたちです。創造者たる〈龍神〉に敗北した彼らは、妖精（幻
獣や動植物、様々な器物や、霊的存在等々）の姿となって世界のあ
ちらこちらに散らばりました。
　その後、世界の崩壊に際し、亜神に戻った者たちと、妖精のまま
でいることを選んだ者たちに分かれたのです。
　妖精は基本的にふたつの思想によって分かれており、ひとつは「人
類の味方として戦う者」で、もうひとつは「この世界にできるだけ
関わらないことを選んだ者」です。

Ｑ：妖精も〈薄暮の血〉が使えるってこと？
Ａ：使えますが、意図的に抑制することで妖精の姿を保っています。
　そのため、妖精たちは自分たちは亜神とは違う存在だという意志
を込めて、その力を〈妖精の血〉と言い換えています。

Ｑ：妖精ってどんな姿？
Ａ：神話や伝承に謳われる幻獣や、動植物、人形や装飾品、そして
透明な翅を持つ自然霊が主です。
　ただ、妖精の姿は分類しきれないほどに多岐にわたるため、これ
らに当てはまらない者も数多くいます。

Ｑ：契約者を守ってくれる？
Ａ：守ってくれるけど、期待もしています。
　妖精の多くは、契約者を積極的に助けるか、極力接触しないかの
どちらかの立場を取っていますが、本心では、亜神に抗い、妖精と
共に亜神と戦ってくれるようになることを望んでいます。

Ｑ：契約者って何者？
Ａ：人類の生き残りです。
　亜神の持つ力の断片を埋め込まれたことで、世界の崩壊に対する
抵抗力を得ています。
　これによって亜神の力のほんの一部を扱えるようになっており、
それゆえに「契約者」と呼ばれています。

　現在、少なくとも〈ティルナノグ〉に存在する人類の生き残りは
契約者のみです。

Ｑ：契約って、具体的に何を契約したの？
Ａ：亜神の力を埋め込まれることを「契約」と呼んでいます。
　〈ティルナノグ〉の人類は、強制的、かつ自動的に亜神の欠片が
埋め込まれた状態で生まれます。
　この力を与えられる構造が、亜神との契約であるように見えるこ
とから契約者という呼び名になっています。

Ｑ：契約者は何か特殊な力を持ってる？
Ａ：〈契約魔術〉が扱えます。
　亜神の欠片を得たことで、契約者はその力のほんの一部だけを使
うことができるようになりました。
　これは〈契約魔術〉と呼ばれていますが、実際には「極めてどう
でもいい、取るに足らない、使えない能力」ばかりが与えられます。

　しかし、中にはそんな能力を解釈と扱い方次第で一線級に仕上げ
たり、そもそもとんでもなく強力な〈契約魔術〉を与えられたりし
ている契約者もいないわけではありません。
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Ｑ：〈都市国家〉の外はどうなってるの？
Ａ：〈ティルナノグの原野〉と呼ばれる、極めて過酷な地域が広がっ
ています。
　〈主神〉の〈薄暮の血〉の影響力は、〈都市国家〉を離れるほどに
弱くなっていきます。
　〈都市国家〉から遠く離れた場所にはいびつに育った原生林や荒
野が存在し、〈崩壊の獣〉が無数に棲息しているのです。

　〈崩壊の獣〉とは、世界の崩壊による影響を受けつつ、しかし〈薄
暮の血〉の作用で完全に消滅しなかった生物が「極めて異形なる変
化」を遂げた怪物です。
　ただの契約者では、抵抗することすらできません。

Ｑ：〈都市国家〉には住みたくない！　他にない？
Ａ：〈妖精自治領〉が存在します。
　妖精の中でも、契約者を積極的に助けたり、亜神に対抗したりし
ようとしない、世捨て人のような者たち。
　あるいは、独自にこの世界をどうにかしようとしている妖精たち
が構築した都市が〈妖精自治領〉です。

　契約者が望めば、ここで暮らすことができます。
　他の〈都市国家〉から無事に移住できれば、ですが。

Ｑ：亜神はどうして支配しようとするの？　同じ生物でしょ？
Ａ：亜神はそうは思っていません。
　亜神にとって、同族とは亜神か、袂を分かった妖精のみです。
　人間から見た人間以外の動植物が「同族ではない存在」であるよ
うに、亜神から見た契約者は「同族ではない存在」なのです。

Ｑ：味方になってくれる亜神はいる？
Ａ：亜神の気質によります。
　契約者を愛玩動物や、己の所有物として捉えたりしている亜神で
あれば、状況次第で味方になってくれることもあるでしょう。
　ただし、契約者を「自分と同列」と考える亜神は極めて珍しい存
在です―後天的に亜神となったなど人間の精神性を残している者
や、特殊な事情を持っている者がほとんどです。

Ｑ：最後に、フラグメントって何？
Ａ：あなたの魂、そして存在理由そのものです。
　自己やその周囲に対する認識の、要素のひとつひとつです。
　この世界は創造によって生まれたものであり、創造とは、こういっ
た《フラグメント》の積み重ねに他なりません。
　これは書き換わったり、入れ替わったりすることもあり、それこ
そが「成長」であったり「諦め」であったりするのです。
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